
11月 30日（日）日本ナレッジ・マネジメント学会第 28 回年次大会（ハイブリッド開催） 

 

日本ナレッジ・マネジメント学会第 28 回年次大会を、来たる 11 月 30 日（日）、東京港区、表

参道の社会構想大学院大学にて、リアルと Zoomハイブリッドで開催致します。 

今年度は、「生成 AI時代の人的資本経営：グローバル秩序が揺らぐ世界での知識創造に向

けて」をテーマとして、リアル会場（都内予定）＆Zoom オンラインのハイブリッド方式で開催を

致します。 

第 28 回年次大会では、実用化され進化しつつ新しい局面を迎えている 生成 AI を取り上

げ、有識者による特別講演、パネルディスカッション、自由論題の研究発表等を予定しており

ます。学会員にかぎらず、当学会の活動にご興味のある方々にもご参加を頂き、 ぜひご参加

くださいますようお願い申し上げます。（学会員無料：学会員以外 5000円） 

 

〇第 28回 日本ナレッジ・マネジメント学会年次大会のテーマ 

「生成 AI時代の人的資本経営 

〜グローバル秩序が揺らぐ世界での知識活用・知識創造に向けて」 

 

〇日時：2025年 11月 30日（日） 9:30～16:30 ※懇親会 17:30（別途申込要） 

開催方式：リアル会場と Zoom配信のハイブリッド 

会場：社会構想大学院大学 地下１階セミナールーム 

（先端教育機構 2号館：東京都港区南青山 3-13-18 東京メトロ表参道駅 A4出口１

分） 

 

〇参加費用 

学会員：無料、学会員以外：5000円 

（※懇親会への参加希望者は、学会員学会員以外ともに別途費用が必要です） 

 

〇テーマ選定の背景 

現在、日本のみならず、世界中で「人的資本経営」が推進されており、これまで私 

たちがあまり意識していなかった、知識・スキルベースのマネジメントが進んできてい 

ます。また、ハイコンテクスト文化である日本の強みは、暗黙知（ナレッジ）や経験知で

あり、中東、アフリカ等の新興国を中心に、日本のナレッジの素晴らしさが、あらため

て注目されています。 

一方で、世界情勢が不安定となり、新植民地主義といった課題もある中で、ナレッジ

を調和的に活用していくためのスタンスや倫理等も併せて考えなくてはなりません。    



生成 AIが目覚ましく進化する中、今後、私たちはどのように、知識創造・知識活用し

ていくべきか、また、生成 AIをかけがえないバディとして、ともにより良い知識創造を

していくべきかを、参加者の皆様とともに考える機会としたいと思います。 

 

〇タイムスケジュール 

9：00 開場 9：30 開会 

 

第 1部 趣旨説明 

9：30‐9：50 大会主旨説明 

一條和生  日本ナレッジ・マネジメント学会会長 

一橋大学名誉教授、MID（スイス・ローザンヌ）教授 

 

第２部 講演 & パネルディスカッション  

10:00-12:15 「生成 AI 時代の人的資本経営 

〜グローバル秩序が揺らぐ世界での知識創造・知識活用に向けて」 

 

10:00 – 10:10 パネラーのご紹介と問題提起 

第 28回年次大会実行委員長 学会理事  田原祐子 

10:10 – 10:25  講演：「人的資本経営の本質と今後の方向性（」 

講師：経済産業省 産業人材課 今里和之様 

10:25 – 10:40  講演：「世界の人的資本経営とスキルベースマネジメント」 

講師：SAPジャパン株式会社 

人事・人財ソリューションアドバイザリー本部長 佐々見直文様   

10:40 – 10:55  講演：「生成 AI開発の現状、日本と世界の活用状況」  

講師：グーグル・クラウド・ジャパン合同会社 技術部長 西岡典生様 

10:55 – 11:10 講演：「人的資本経営の課題と世界の中の日本の強み」 

       講師：慶応義塾大学大学院政策メディア・研究科特任教授岩本隆様 

11:10 – 11:25 講演：「世界で価値を認められる、日本の暗黙知・ナレッジ」 

 講師：ウズベキスタン デジタル技術省 大臣顧問 桜井明博様 

 

11:25 – 12:15  ３つのテーマについて、パネルディスカッション 

 モデレーター：社会構想大学院大学 教授 田原祐子 

 

テーマ１：生成 AI時代の人的資本経営とは 

テーマ２：人的資本経営と生成 AI活用のベストバランスを考える 

テーマ３：グローバル秩序が揺らぐ世界での知識活用・知識創造に向けて 



12:15 – 12:25  パネルディスカッション・クロージング 

＊集合写真撮影 

12：25-13：25 昼休み  

                                        

第２部 研究発表（自由論題） 

13:25 – 16:30  論文投稿者による、研究発表を行います。 

 

★★自由論題発表申し込みを延長します★★ 

ナレッジ・マネジメントに関する発表を広く応募します。 

自由論題の報告発表を希望する会員は、報告テーマと発表概要（プロシーディング

ス・テンプレートを使用で 2ページ程度）、氏名、所属先、連絡先メールアドレスをご用

意頂き、11月 10 日(月)までに、件名を 「第 28 回年次大会自由論題発表申込み」と

して[academic_journal@kmsj.org](mailto:academic_journal@kmsj.org) （cc: [kmsj@ibi-

japan.co.jp](mailto:kmsj@ibi-japan.co.jp)）までお申込みください。採択された方にはメ

ールで折り返しご連絡をいたします。プロシーディングス （発表原稿）は、添付のワー

ドテンプレートをご使用ください。※プロシーディングスは、学会ホームページで学会

員に公開されます。なお、非会員の院生等の発表を希望される場合は会員が共同報

告者として申し込みしていただく必要があります。当日の発表スライドは PowerPoint 

(PDF)で作成いただき、当日お持ちください。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

17:30〜19:30 年次大会後の懇親会のご案内  

 

大会のあとは、恒例の懇親会を開催します。 

久しぶりの再会や、新しい出会いを楽しめるカジュアルな場にしたいと思っています。 

ナレッジマネジメントは、“実践してナンボ” だと思います。 

この懇親会が、皆さんの現場での実践や学びにつながるきっかけになったら嬉しいで

す。 

【お申し込み方法】 

ご参加希望の方は、下記フォームからお申し込みください。 

※申し込みがない場合は当日のご参加をお受けできません。ご注意ください。 

※定員になり次第、締め切らせていただきます。 

 

申込締切：11月 26日(水) 
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参加申請フォーム： 

https://forms.gle/sb1b9FBDk6qKhG5XA 

※大会申込 Peatix とは、別に懇親会参加の方はこちらのフォームに申込が必要で

す！当日不参加の方は、キャンセル費用が発生します。 

 

皆さんと楽しく語り合える時間を、心待ちにしています！ 

 

https://forms.gle/sb1b9FBDk6qKhG5XA

